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可聴化システム構成
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・リアルタイムで主要な4つの筋活動を可聴化 
・実験では筋電センサを12ch使用 
・筋電センサのサンプリング周波数は2000Hz 
　→データサイズが大きいので1/30にダウンサンプリング

Laboratory for Sound and People with Computing 
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平賀譲　寺澤洋子　小池栄美　社本和磨　中川稜介　若狭健太　池田周平　河合優理子　宮澤響　 
川島涼太　森山治紀　大中悠生　小島直　相馬翔太　初見佳那子　山本雄也

図書館の音と認知タスク

現在進行中テーマ  木管楽器の音色・ドラム音の分析・楽曲を歌いにくくする要因・主題と変奏 
加齢性難聴と環境音・聴覚障害者の調認知・アニメキャラクターの視線・和声進行と作曲家らしさ

可聴化による歩行リハビリ支援

聴覚障害者と健聴者のリズム認知

合唱発声とオペラ歌唱の違い

ジャズアレンジの演奏者による違い

ポップスにおけるサビの認知

・合唱の発声とオペラの発声を声帯振動によって比較 
・オペラ歌唱では，合唱よりも声帯の緊張が強い 
・合唱発声はより変動の少ない歌い方になる
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歩行周期

足が地面から離れていてスイングで 
脚が前に運ばれている時期
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歩行周期(Gait Cycle)
同側の足の接地から次の接地を1周期とする 
大きく立脚期と遊脚期に分かれる[4]
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足が地面についている時期

歩行周期と筋活動パターン 
（個人差がある）

可聴化システム

・歩行時の筋活動パターンを音に変換し  
　物理療法に応用する 
・人によって異なる歩行パターンが音で  
　聞こえるようになった 
・麻痺患者を対象とした応用につなげたい

歩行周期と筋活動パターン

・Body and Soul の複数演奏者 
　によるアレンジを分析

第4章 実験場所

本章では実験を行った図書館について説明する。各図書館の概要とその中での実験エリア
等実験環境を述べる。その後各図書館の見取り図をまとめて掲載する。

4.1 筑波大学附属図書館図書館情報学図書館
茨城県つくば市には筑波大学附属図書館 4館あり、そのうちの図書館情報学図書館 (以下図

情図書館)で測定を行った。
この図書館の測定した場所は書架が密集しており、閲覧席について会話を促すような設計

はされていない。昔ながらの本が多く所蔵されている図書館である。実験したフロアの面積
は約 467m2で、天井までの高さは約 2.7mであった。

2016年 12月 3日に閉館中の測定を行い、2016年 12月 6日に開館中の測定を行った。

図 4.1.1: 図書館情報学図書館
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・ディスカッションや読み聞かせなど「声を出す活動」の増加 
・図書館の音環境の実態調査と学びやすい音環境の提案 
・残響やノイズはどの程度認知タスクの邪魔になるのか 
・ワーキングメモリに着目して検討

・J-POPのサビはどのように認識されているのか？ 
・サビは絶対評価でも相対評価でもわかる 
・相対評価の時の方が精度は高い 
・キャッチーさの指標とサビの認識に正の相関がある
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結果(1) Slopes長＝2小節
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クラスタリング結果

時間

黒…広い音域でジグザグ
青…跳躍と間
緑…タメと間
水…コード感(中)
赤…コード感(大)

同じ演奏者による
同じパターンでの推移

↓
演奏者はある位置で
どのような演奏をするか
あらかじめ予定

一つおきに同じ色が現れる
パターンの繰り返し

↓
テーマの繰り返し構造が
アドリブに影響を
与える可能性
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合唱 オペラ

�����(��	2017) ���

・リズムパターンに合わせてビートタッピング 
・聴覚障害者も健聴者もリズムが複雑になるとタッピングは難しくなる 
・聴覚障害者の方がばらつきは大きい 
・音楽の他の構成要素があった時にどう変化するかを検討中


